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みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成30年度分）

団体名：南丹市

プロジェクト名
自然と共生した活力ある美しく快適なまちづくりプロ
ジェクト

実施期間 Ｈ30～Ｈ32 地域産業の育成 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

　本市は、大半を丹波山地が占め、るり渓や芦生研究林をはじめとする水源かん養機能などの重要な役割を果たす山林や美山川の清流があるなど、豊か
な自然に恵まれており、今後も豊かで魅力的な本市の自然や景観を未来に継承することが求められる。
　また、魅力的で秩序ある土地利用を推進するため、景観に配慮しつつ、公共施設の再配置を含め住環境の整備を図る必要がある。そして、南丹市を広
く発信していくために、「南丹市」としてのブランドを確立し、「南丹市」の認知度の向上を図ることが重要である。

　市の豊かな自然は守るべき資産であり、そこで営まれる農林水産業は基幹となる産業である。環境を守る取り組みを進めるとともに、農林水産業や、
地域の特性を生かした商工業の振興と併せ、地域資源を生かした観光により、経済の活性化を図る。

総事業費（千円） 733,577 本年度事業費（千円） 81,652 交付金額（千円） 36,359

プロジェクトを構成する事業の平成30年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

定住促進事業 定住促進・就職支援　補助
Ｕ・Ｉターン就職支度商品券交付事業　5件
Ｕターン者住宅購入・新改築支援商品券交付事業　16件

地域交通計画事業 バス運行の計画及び路線・運賃等の検討
地域公共交通会議で協議、意見交換を行い、バス運行の利便
性向上を図った　

森の京都推進事業 紅葉峠展望台カメラ設置 紅葉峠展望台にライブカメラを設置した　2台

地域振興関連施設改修事業 スプリングスひよし施設改修
外壁改修により、施設を適正に管理し、利用者の安心・安全
を確保できた

ホームページのバリアフリー化事業 南丹市ホームページリニューアルに向けた基本設計
利便性およびウェブアクセシビリティ向上に向けての基本設
計ができた

観光宣伝事業 観光のまちづくり推進事業委託
全市域一体となった観光戦略を柱に宣伝・ＰＲ・誘客に取り
組んだ

地域おこし協力隊活動推進事業
都市部出身の意欲ある人材を「南丹市地域おこし協力隊」に
委嘱

定住促進に向けた情報発信活動と併せ、移住者を受け入れる
機運醸成に取り組んだ　隊員10名

森の京都推進事業 「森の京都」をテーマとした観光まちづくり推進
地域資源を生かした商品造成、プロモーション、情報発信な
どを行い、観光まちづくりの推進に取り組んだ

都市と農村との交流事業 エコツーリズム推進
ツアーガイドの養成、エコツーリズム大会やモニターツアー
の開催、情報発信を行った

不法投棄監視・処理事業 不法投棄パトロール及び処理
不法投棄監視パトロール及び不法投棄廃棄物の処理等を実施
した

３Ｒ推進事業 資源ごみ集団回収支援等
リサイクルのより一層の推進やごみの減量化を図り、地域の
住み良いまちづくりができた
資源ごみ集団回収補助金　48団体　342.4ｔ

環境計画推進事業 環境基本計画の進捗管理 環境基本計画の達成状況の把握と後期計画の推進ができた

集落活性化支援事業 集落の維持や活性化を図るための支援
集落支援員の配置と集落支援事業補助金の交付により、地域
活動の機会を増やすことができた　集落支援員6名　補助金
21件

プロジェクトの目的及び概要

市町村
実施事業
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事業



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成30年度分）

団体名：南丹市

関連事業
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（理由） （時期）
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◎ （左の理由）

（理由） （時期）

むら・ひと・しごと創生事業 地域組織が行う先駆的な取り組みに対しての支援
地域資源を生かした起業につながる環境が整備できた　補助
金5件

スポーツ拠点づくり推進事業 スポーツイベントの支援
スポーツイベントの支援により、スポーツの普及、観光振
興、交流、地域活性化を推進した　イベント5件

土づくり事業 土づくり事業費補助金
南丹市内で生産された堆肥等を有効に活用した農産物生産に
対して支援した　補助金4団体　受益農家数296戸

南丹市がんばる農業応援事業 南丹市がんばる農業応援事業補助金
農業機械の導入を支援し、農業者の営農効率化、農作物の品
質向上を図れた　補助金47団体

観光イベント振興事業 観光イベントの支援
観光イベント実施を支援し、地域の誇りや一体感の向上、観
光客の増加による地域活性化につながった　補助金3件

成果指標の目標数値 観光入込客数　Ｈ35　2,700千人
成果指標の実績値

（平成31年3月31日時点）
2,290千人

成果指標の達成状況 成果指標の目標数値が将来年度であるため

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成果指標の目標数値 バス利用者数　Ｈ35　333,900人
成果指標の実績値

（平成31年3月31日時点）

成果指標の達成状況 成果指標の目標数値が将来年度であるため

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

成果指標の目標数値 認定農業者、認定新規就農者数　Ｈ35　120人
成果指標の実績値

（平成31年3月31日時点）
130人

成果指標の達成状況 成果指標の目標数値は将来年度であるが、今年度で目標数値を上回った

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

農家の担い手確保や営農の効率化を支援を実施することにより、認定農業者や認定新規就農者数の増加につながっている。
今後も近隣市町と連携した観光プロモーション活動や観光イベントの実施により、観光入込客の増加を図る。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。
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団体名：南丹市

（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

関連事業との連携効果 地域おこし協力隊と連携を行い、定住促進に向けた情報発信と併せ、移住者を受け入れる機運醸成に取り組めた。

府と市町村等との連携に資する成果
「森の京都」の魅力を発信するプロモーションや情報発信により、府の「森の京都構想」の推進に取り組んだ。不法投棄対
策では、南丹保健所と連携を図りながら適切に実施することができた。観光宣伝では、南丹広域振興局とも連携しながら観
光PR活動に取り組むことができた。

住民の自治意識を高める成果 集落活性化支援事業では、集落の自立を目指す取り組みを補助することで、地域活動の機会を増やすことができた。

リーディング・モデル成果

広域的波及成果
京都丹波２市１町及び南丹広域振興局と連携した観光ＰＲの実施や、大丹波連携、京都府観光連盟の観光プロモーションへ
の参加など、広域的に連携しながら取り組むことができた。森の京都推進事業では、森の京都エリアの他の自治体と協調し
ながらプロモーション活動や情報発信取り組むことができた。

行財政改革に資する成果

その他の成果

本プロジェクトに
対する自己評価


